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園随筆』（五巻）を刊行、更に 1717 年に『弁道』『弁名』『学則』を、1718 年には『論語徵』を完


















































6 高橋博巳『江戸のバロック』（新装版）東京：ぺりかん社、1997 年、40、49 頁参照。
7 鏡島元隆編『独庵玄光と江戸思潮』東京：ぺりかん社、1995 年参照。











































彦編『古学先生詩文集』近世儒家文集集成 1、ぺりかん社、1985 年、33 頁）。徂徠が、朱舜水の晩年の弟子、安
澹泊に宛てた手紙の中でも「文恭先生の程朱に不満なるところを言う」と述べている（荻生徂徠著、平石直昭



















































































































































































































































45 吉川幸次郎・清水茂校注『伊藤仁斎・伊藤東涯』日本思想大系 33、岩波書店、1971 年、152 頁。
46 伊藤仁斎『論語古義』佐藤正範校、東京：六盟館、1909 年、212 頁。
47 西田太一郎編『荻生徂徠全集』第十七巻、38 頁。










































































































































































































































































































































































93 山口県教育会編『吉田松陰全集』第七巻、岩波書店、1935 年、137 頁。
94 「送野生の洛序」（平石直昭編『徂徠集・徂徠集拾遺』所収、101–102 頁）参照。
95 渡辺浩『東アジアの王権と思想』東京大学出版会、1997 年、235 頁参照。
96 西田太一郎編『荻生徂徠全集』第十七巻、172 頁。
97 子安宣邦『「事件」としての徂徠学』第一章「「思想史」の虛構」（21–58 頁）参照。

















































102 中島隆博『解構と重構』第八章「批判に走る中国哲学」（東京大学出版会、2010 年、181–187 頁）参照。
































































































































126 溝口雄三、伊東貴之、村田雄二郎編『中国という視座』東京 : 平凡社、1995 年参照。
